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との洋上風力事業合弁会社 設立に関する基本

合意について

本日、 と株式会社 は、 の再生可能エネルギー事業子会社である （以

下「 」）および （以下「両社」）の洋上風力発電事業を統合し、両社の共同出資（出資

比率 ）による合弁会社「 」の設立に基本合意しました。新たに設立する合弁会社

（本社：ロンドン）は、洋上風力事業を開発・所有・運転する事業者として、世界最大級の規模とな

ります。 の設立は、関係当局からの承認など必要な許認可取得等の手続きを経て、

年 月末を目途に完了する予定です。

このたびの基本合意の概要は、以下のとおりです。

― 運転中・開発中の質の高い洋上風力発電案件等を統合させることで（総持分容量 規模）成

長に向けた戦略的なプラットフォームを構築

― これまでのパートナーシップをベースに、補完的な専門知識を組み合わせることで、広範なポー

トフォリオの中からまずは開発先行案件を推進

― 競争力のある資金調達手段、ポートフォリオの最適化、両社からの明確な資本投資計画など、規

律ある資本効率的な成長を支えるための資金調達の枠組み

本基本合意により、両社の運転中および開発中の持分容量 規模の洋上風力発電案件が、バラン

スよく統合された資産ポートフォリオを保有するグローバルな企業体として、 が新たに

誕生します。

また、 の設立は、両社が検討している洋上風力案件の開発加速に加え、競争力のある資

金調達の強化にも寄与します。さらに、これらをより確かなものとするために、両社は 年末ま

でに、開発資金として最大 億米ドルを、

に出資することにも合意いたしました。

このたびの事業統合は、両社がそれぞれの洋上風力発電事業および資産を に拠出します

。両社から合わせて、現在運転中の洋上風力発電案件（持分容量 ）、質の高い開発中の洋上風力

発電案件（持分容量 ）に加え、海域リース権獲得済みの案件（持分容量 ）の事業資産を
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拠出することで、 を通じて競争力の高い案件開発の推進、およびこのたび統合された洋

上風力発電案件のポートフォリオ最適化を目指します。

は、まずは日本、北西ヨーロッパおよびオーストラリアにおける開発先行案件の推進に

注力してまいります。加えて、現在開発検討中の案件のさらなる長期的な成長の機会も見込んでいま

す。

代表取締役会長可児行夫 のコメント

「洋上風力発電事業には大きな成長ポテンシャルがあり、今後エネルギートランジションにおいて重

要な役割を担います。なお、同事業は現在転換期を迎えており、本日発表した革新的なパートナーシ

ップは、両社の経営資源、能力、ネットワークを組み合わせた世界トップクラスの洋上風力発電事業

社を誕生させ、洋上風力発電事業の長期的な成功に導いてくれるものであると確信しています。本日

の発表は、日本、ヨーロッパ、その他の国々における洋上事業に対する当社のコミットメントの表れ

であり、パートナーシップを重視する当社の再生可能エネルギー事業戦略にとっては、自然な発展で

す。」

のコメント

「当社は と、世界トップ の事業規模となる洋上風力事業発電事業会社を立ち上げることについ

て合意できたことを大変嬉しく思います。この事業会社は、我々の株主にとって資本負担の軽いビジ

ネスモデルを維持しつつ、電化社会に貢献できる戦略になるはずです。この新たな革新的プラットフ

ォームの構築に向け、ヨーロッパ・アジア太平洋地域における両社の強みを統合させることを非常に

のコメント

「 と は、長年にわたる協力関係を礎にして、今回両社が互いに保有する、質の高い運転中、

開発中の洋上風力発電案件を補完的に統合して、事業規模をさらに拡大します。これにより

は、競争力の高い案件の開発、継続的な高レベルでのポートフォリオマネジメント、規律あ

る事業投資、ならびにお客様に向けて最適な電力供給を実現できる、世界最大規模の洋上風力事業者

となります。この機会を通じて、 とのパートナーシップをさらに拡大できることを楽しみにし

ています」

資金調達の枠組み

と は、 年代後半における規律ある成長と事業推進に向けての資金調達の枠組みに合意し

ました。
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本枠組みには、洋上風力発電事業資産からの収益の活用や、競争力のある資金調達、ポートフォリオ

からの収益が含まれます。両社から への出資額は、プロジェクト・ファイナンス等によ

る資金調達、資産の持分売却による収益次第で、今般合意した出資額を下回る場合があります。

新たに設立される は、サプライチェーン等において両社がこれまで世界中で築いてきた

関係やパートナーシップやグローバルなトレーディング能力などを最大限活用することで、様々なオ

フテイカーに電力を提供してまいります。

長年のパートナー同士による洋上風力発電での連携

と、 およびその株主である東京電力ならびに中部電力は、長年にわたり液化天然ガス（

）事業においてパートナーシップを築いており、近年では太陽光発電や水素・低炭素事業における協

業の機会も追求しています。

は 年に英国と台湾のプロジェクトへの投資を通じて、初めて洋上風力発電事業に参入しま

した。また、 年にベルギーの大手洋上風力発電事業者である 社を買収した後、この事

業を基盤として、 の 年ビジョン実現に向けた成長戦略における開発目標を達成するために

、再生可能エネルギーに特化した新会社である を発足しました。 は、日本、ベルギー

、ドイツ、台湾で洋上風力発電所を所有・運営するほか、日本、アイルランド、オーストラリアでの

プロジェクトを含む開発ポートフォリオを有しています。

は 年以降、洋上風力発電のポートフォリオを構築しており、現在は開発検討中案件を含めて

、総持分容量 規模の開発案件（ の開発中案件および の海域リース権獲得済みの案

件）を有しています。なお、開発中案件は、英国・アイリッシュ海の「 」および「 」洋

上風力発電プロジェクト、ドイツ北海の「 」および「 」で、海域

リース権獲得済みの案件は、スコットランド沖および米国東海岸に所在します。

の は により、また は により、任命されます。また の設立

に伴い、 および  の洋上風力発電事業部、 の洋上風力発電事業の従業員は、原則新

会社に異動予定です。

【統合対象資産の一覧】

運転中案件 持分容量 開発中案件 持分容量

英国 英国

ドイツ 英国

ベルギー ドイツ
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ベルギー ドイツ

ベルギー

石狩湾新港 日本 ※ 海域リース権獲得済の開発案件 持分容量

台湾 英国

台湾 米国

英国

開発中案件 持分容量

アイルランド ※

ノルウェー

男鹿市・潟上市・秋田市沖 日本 ※

オーストラリア

オーストラリア

※総発電設備出力

※※ の韓国における既存の洋上風力発電事業への出資は、新しい合弁会社には含

まれません。

お問い合わせはこちら

• 

mailto:bppress@bp.com

